
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

風土文化の革新と三州瓦産地の変容

宮川, 泰夫
九州大学比較社会文化研究科日本社会文化専攻・地域構造講座

https://doi.org/10.15017/8559

出版情報：比較社会文化. 1, pp.29-48, 1995-04-28. 九州大学大学院比較社会文化研究科
バージョン：
権利関係：



　　　『比較社会文化還第1巻（1995）29～48頁

Butietin　of　the　Graduate　Scheol　of　Sociag　and

　　　　C二三雇Stecdies，　K塀5伽Universめ～

　　　　　　　　　vol．1　（1995），　pp．29－v　48
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1　はじめに

　風土は，多くの学者を魅了してきた概念である．この風

土の概念と予土の概念については，前論（宮川，1989，「新

風土文化産業論事始」地理学報告68）で述べた．風土と三

二を結ぶ風水の概念については，陰陽道における墳墓を定

める術と「風・水」の基礎的構造との関連が再び学問的関

心を呼びつつある．

　「風水」は，広辞苑で「吹く風と流れる水」と定義され

ている．このように，ともに流体の相互関連として論究さ

れてゆく点に「風土」や「水回」と，「風水」概念の論理

的，思想的差異を認識せざるをえない．

　三者に共通する「風」の概念の内には，地域の内・外に

影響を及ぼす「生気」の概念が内包されている．より具体

的には，地域の内部構造と地域の外部構造の両者の変動を

連動させる要因として地域産業論ではこの「風」をとらえ

ることができる．風は，即ち，単に自然の風だけでなく，

広辞苑の定義をひくまでもなく「或る集団や地域内の人々

が共通に持っている気質」としての気風や「世に古くから

行われている様々のならわし，しきたり」としての風俗に

示される社会の「風」をも内包したものと言えよう。

　風水論の思想的基盤となった古代中国の陰陽五行説に基

づいて，天文・暦数・卜笠・相地などをあつかう陰陽道は

時のうつろいのなかで俗信化した．そうとは言え，この陰

陽道がその地域の集落・住居の存在形態に強い影響を与え

屋根材としての瓦にも作用してきたことは否めない。

　鬼瓦は，棟の両端に用いられた化粧瓦であった。それが

蓮華文から鬼の面をかたどった瓦になったのは，奈良時代

に入ってからである。これは「おに」の本来的意味として

の「隠」に起因している。姿が見えない天つ神に対する地

上などの悪神・邪神を鬼は意味する．これを拒むものとし

て鬼瓦を棟：の両端に配した。自然の風水害だけでなく，美

男・美女に化けて人間世界に現われる地獄の鬼を拒んで，

その家屋や家人の安寧を願ったものとこれは言えよう。

　仏教の：影響で新たな意味を附与された鬼は，陰陽道によ

って「人身に牛の角や虎の牙を持ち，裸で虎の皮のふんど

しをしめた形」を持たされた．

　瓦は，こうした鬼瓦にこめられた意味でもわかるように

風土・文化の所産であり，その一・つの表徴とも言えよう。

　陳西省岐山県鳳雛村の西周初期の宮殿跡の出土瓦から，

瓦の起源は，中国で，紀元前1000年頃とされている。丸瓦

の先端を塞いだ半瓦当の文様には二二文がみられ，股時代

の銅器にみられた二つの眼を主体とした奇異な獣面文様が

記されていた．，三代に入るとこの瓦当には，瑞雲・雲気を

表わし，それを受ける吉祥文字や瑞鳥が飾られた．

　北i魏では複：弁蓮華文がこの瓦当に用いられ，仏教の進展

とともにそれが一・般化した．そこには，死後，極楽浄土の

蓮華座に生まれかわる蓮華往生の思想がこめられている。

このようにこの瓦当はその家屋に居住するもの，来訪する

ものの願望の気を天に発すると同時に，その気を家屋の内

に醸成するものとされた．

　中国の瓦は，前漢の時代に楽浪郡が設置されることで，

朝鮮半島にもたらされた。沼批城（扶余）に漢山城（広州），

熊津城（公州）から遷都してきた百済は，この北の伝統的

技術に加え，南の宋をうけた梁からも技術を導入して単弁

蓮華文を刻んだ瓦当を生産している．このように，百済は

南北の技術を融合させその気候，水文，土質に，風土・水

土により適合した瓦を生み出している。

　日本の瓦は，これまでの研究でこの南・北の技術を融合

し，より日本の風土に類似した百済から造営技術者が崇峻

天皇元年に渡来し，．飛鳥寺が創建される頃には生産されて

いたとされる．百済から都に至る道筋では，北九州に代表

されるように瓦が生産されていたものと推定されている。

　統一された新羅で鬼瓦は本格的に生産されるようになつ
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た。この鬼瓦をふくむ道具瓦（二二）では，太宰府出土品

に認められるように，首都や古都だけでなくこの陪都もそ

の生産の中心の一つとなっている．そして，寺社や国分寺・

国衛の地方への配置とともに埼玉県東児玉村沼土の水澱窯

のように地方でも瓦産地が生まれた．それだけでなく，渥

美半島の伊良湖や岡山県万富での大仏殿の再建供用（1195

年）を契機とした東大寺瓦の生産にみられるように大規模

需要に応じた量産型の地方主産地の形成もその両翼で促さ

れてきている．

　足利氏の本拠地の一つをなした三河でも，康正元年（1455

年）の岡崎城の造営や文明七年（1475年）の岡崎大樹寺の

建立で瓦葺がみられるようになった。このように防火一防

災だけでなく権カー権威の象徴としての瓦屋根が地方でも

一般化してきた．駒井の研究によれば，この地は，寛正元

年（1466年）蓮如上人の布教援護を行っていた石川政康の

家臣岩瀬善四郎に端をはっした瓦生産を生み出し，三州瓦

の芽を出している。

　しかし，戦国時代に至っていても技術的には安土城築城

に際して長崎から明人一観が招致されて新しい晶晶法を伝

えたと言われるように，日本は中国に比べて技術的にはま

だまだ遅れていた．また製一業はその窯跡の数や分布から

も産地として確立していたとは，言い難い．

　日本における造紙技術の革新は，江戸時代に入った寛文

十一年，近江大津の三井寺出入の西村半兵衛が平瓦と丸瓦

を一体とした桟瓦を考案し，延宝二年（1674年）に量産・

量販で安価で供給したことによる．これは駒井鋼之助著「粘

土瓦読本」におさめられた晒村由緒覚書」を論拠とした’

ものである．この近江での西村の桟瓦の考案は，寺社や聖

武天皇の神亀元年（724年）に正五位以上の貴族・富者に

瓦葺が認められて以降公家の邸宅や土倉の集積してきた京

都が，需要の中心であることを基にしている．これと同時

にこの考案は畿内の近江が「都」の社会経済圏域に属し夏

暑く冬寒い気候にあった故に耐久性が求められた技術革新

の中枢にあったことを地域構造的に意味する．

　この京都に対して三州岡崎生まれの徳川家康が江戸幕府

を開いたことで，17世紀には江戸が一つの需要中心となっ

た。そうとは言え，徳川禁令考による国持大名の瓦茸禁止

にみられるように17世紀にはその需要はまだまだ抑制され

ていた．それが一つの需要中心となるのは，享保元年（1715

年）・5年（1720年）の大火を契機に江戸火消いろは組が

創設され，瓦葺禁止令を解除し，享保8年（1723年）に恩

借金制度を始めて町屋の瓦葺を勧め，享保14年（1729年目

には藁葺き屋根の禁止，瓦葺きの貸付金制度を始めた頃か

らと言えよう。

　京都と江戸の中間に位置した三河は徳川の旗本領とし，

江戸への物資・文化の供給拠点であった。この三州の港町
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の一つ高浜に製瓦業が発生し，定着したのもこの頃と推定

される。その一・つの論拠は，高浜が吉浜とともに高浜土器

の発生とも深くかかわった15世紀の奈良春日神社領として

興福寺別当大乗院の支配下に属していたことである。この

ため高浜は奈良と技術の交流がなされた。このことは享保

八年建立の高浜春日神社神殿前の瓦焼狛犬一対に高浜村瓦

屋甚六，瓦師四郎兵衛・七左工門作と記されていることで

も明らかである．

　本論では，こうした東西の間に位置した一地方産地の三

州高浜が，その後の風土文化の段階的革新と関連しつつ，

所謂る高度成長期に自らの瓦産業構造を自動車工業地域化

の進展にともなう瓦産地の変容に適応して変革し，他産地

を凌駕して1980年代に入って日本の主産地としての地位を

確立してきたかについて論究してゆきたい（第1図）。

　三州高浜は，上述したように畿内・関東の新・旧の需要

中心地・技術革新の中枢をなすこの東西の拠点間に位置し

ていた．それだけでなく，地域的にはその北には大規模陶

磁器産地の瀬戸が，南には東大寺瓦を焼いた伊良湖が立地

している．また衣浦湾を越えた対岸の西の知多半島には常

滑焼産地の上に展開した近代陶管産地がある．そして，原

料粘土の主要供給源であった東の碧海台地には岡崎の徳川

家康を苦しめた三河一向一揆の本拠地本志寺の修復瓦も供

給していたとその瓦の形状からも推察されるように寺社を

基にした地方市場も存在した．こうした場所柄と基盤が西

三二元祖で寛政元年（1789年）開業と記した安城市藤井の

発祥碑や前述した瓦焼狛犬が物語るようにこの三州地方に

製三業を生み出したと言えよう．

　上述した産地の場所と風土の関連をまずこうした窯業に

着目して分析してゆこう．そして，次にこの窯業だけでな

く，瓦産地の縁辺をなした豊田を単一企業都市化し，繊維

工業やそれを基盤とした窯業用機械工業の発達していた西

三河から東三河，東海4県を自動車工業地域化し三州高浜

をも地域的に変容させたトヨタ自動車を頂点とした機械工

業にも留意して，三州瓦の主産地形成を分析してゆきたい．

さらに産地のなかにある風土文化革新の主体としては，こ

の製二業だけでなく，瓦関連組合が果たした役割にも着目

し，それが所謂る中間組織として産業構造の変革，産地の

変容に及ぼした影響をも明らかにしてゆこうと思う．

2　三州瓦産地の形成と窯業産地の風土文化

　粘土瓦は，上述したように中央から地方への需要の分散

と原料粘土の普遍性，製品の運賃負担力の脆弱性の故に，

全国各地に在来工業として普遍的に興隆してきた．

　三州高浜では，高浜市誌資料第十一「三河土器のあゆみ」

（pp．3～4）によって，天和二年（1682年）の吉左工門
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第1図　わが国における製瓦業の地域的展開形態
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のヘラ彫りの竈前掛を論拠に野駈業に先駆けて先行産業と

して三河土器が存在したとされる．しかし，これ自体も黒

瓦焼きで，土器と瓦の産地の形成はその焼成色から判断し

てほぼ時期を同じくしてその基盤を撃ち作っていたものと

思われる。

　こうした産地形成の文献：的基礎は，明治七年（1874年）

の県当局の指令による産業調査の一貫としてなされた高濱

村の陶器製造調である（第2－1図）．

第2－1図　1874年の瓦工場分布
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＝＝ご二＝で示してある．

　この陶器製造調では，瓦屋（14稼人），鬼瓦屋（2稼人）

を上回る土竈屋（39稼人）・土鍋屋（18稼人）炮焼屋（15

稼人）が存在したことがわかる．これは三州高浜が土器を

基礎とした製瓦業産地として確立していたことを示してい

る（第1表）．

　瓦屋の年産額は1，584円50銭と，土竈（953円）・土鍋（343

円）．野焼（302円）に比して1稼人当たりの産出額は大き

い．このことは瓦屋が産地の上層を形成していたことを示

す．これに対し，鬼瓦は20円と特殊な：職人芸による道具瓦

でその規模は大きくない。このように道具瓦はこの当時か

ら年産10円以下の土竈屋（5），土鍋屋（2），炮焼屋（1

稼人）と同様に瓦屋と異なり産地の底辺層を築いていた。

また，この調書からすると瓦百枚で66銭，鬼瓦一組拾弐銭

五厘で解約20枚分にあたることもわかる。これは鬼瓦が当
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初より非量産の職人芸的商品性格を有し伝統的技能が求め

られていたことを示している。

　製瓦町の在来性は，この調書に如実に示される。即ちこ

れは専業ではなく「百姓作間渡世をしております」と記さ

れている。唱導以上を持ち，金野ー三円の産出をあげてい

た最上層の3軒でもこ調書によれば農家兼業であった。二

つ窯は，その下の160円層の1軒を加え，4軒で他はすべ

て一つ窯である。しかも，その粘土採掘場は，「三州瓦の

あゆみ」（P．14）によれば，瓦屋近辺の旧高浜村の上林，

中，北山，乞殿，猿，高田，三本木，池ノ上，芋生，所ヶ

崎，現在真宗浜三寺の一つ物恥寺のある北浦，沢渡とされ

ている。明治用水の完成するまで農用地としては劣ってい

た碧海台地は，下間余業としての製閉業の存立を支える条

件を備えていたと言えよう。

　碧海面の粘土層は，砂層との互層的状態にあり，小野を

まじえている．町田ら（1962年）の研究からも明らかなよ

うに，この粘土は東海道本線の北側と異なり，とくに南側

では量的には豊富であるが，質的には陶磁・器用粘土には適

していない．これは，三州高浜が土器と瓦の産地にとどま

り，対岸の知多の常滑や全国の瓦産地への杯土の供給地と

もなっている北の瀬戸と異なり陶磁器の発達をみない基礎

的条件をなしていたともいえよう．

　こうした粘土原料をめぐる窯業問の競合がないことが平

瓦業に豊かな原料条件を与えた．このことに加え，高浜の

背後の高取，西端，根崎の粘土でも土山で半年から一年ね

かしてアクを抜き，技能を有した土打師が足で土練りをし

た玉土（まるめ）を，木枠に入れてタタラ盛りを行って巧

みに空気を抜くことで，いぶし瓦用には適した他産地には

ひけをとらない特質の荒地となっていった．

　いぶし瓦から塩焼瓦への転換にあったっても，地場の粘

土は他産地に比べて有利な条件を与えた．即ち，1929年に

現在の安城市の桜井の粘土を設立されたばかりの高浜町立

窯業試験場で試験した結果，首都圏への競合産地である埼

玉の深谷の粘土（19％）に比べ，アルミナ（25．4％）の含

有率が高く，瓦斯状になった塩に含まれる珪酸と化合して

赤褐色の硝子上の皮膜を形成しやすいことが判った（第2

－2図）。

　この赤瓦と呼ばれた塩焼瓦は，1890年頃から紬薬として

塩を用い，1922年に伊奈製陶が食塩の土管指定を進めた常

滑の土管製造をヒントにして生まれ，高浜の日本洋瓦によ

る岩塩紬の開発で高品化された。これは，焼成の最終段階

で多量の炭素を発生させて，瓦の表面を銀灰色にする従来

のいぶし瓦とは異なり，色調とその抜群の吸水率の低さか

ら赤瓦として製品の差差等を可能とした．

　塩焼瓦は，従来のいぶし瓦（30～15％）に比べて吸水率

（10～5％）が低い．それだけに塩焼瓦は冬季の凍結を受
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第1表　三州高浜における土器産業の展開形態（1874）

業　種 稼人 1力年生産額 単　価 運　輸 産出（販売先）

瓦　　　　屋

S　瓦　屋

y　竈　屋

y　鍋　屋

{　　　　屋

14

Q
3
9
1
8
1
5

1，584円50銭

@20円

@953円

@343円

@302円

100枚

@　66銭

P組
@12銭5厘

P組
@21銭5厘

P箇
@0．65銭

P箇
@0．55銭i

舟　積

@〃

@〃

@〃

@〃

東京

V伊勢，尾張

@　〃

@　〃

内瓦，鬼瓦計

y器屋計
蕩

1，604円50銭1，598円

〃
東京
ﾉ勢，尾張

合　　計 88 3，202円5銭 舟　積 東京，伊勢，尾張

出典：高浜市誌資料（1971）p．6．

．
’

第2－2図　愛知県内における粘土採掘地（1993年）
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けやすい山陰・北陸だけでなく，四季の変化のある風土を

もつ日本の全国的需要により適合したものである．これは，

成形後，紬薬をつけて焼成する紬薬日に比べて色彩の多様

性はないものの，価格は安い．また色調も明治の文明開化，

大正のモダニズムを受けて，近代化してきた当時の日本の

新たな風土・景観により適：合したものとして市場で受け入

れられた．

　こうした進取の気質は，高浜が古くから江戸への港町と

して，近接する三河の大浜や尾張知多の武豊などとともに

栄えてきた歴史に深く根差している。またその背後の三河

湾に面した漁村が吉良に代表されるように製塩業の産地で

塩造りになじみがあるだけでなく明治維新以降外国航路の

船員の供給地であったことと三州高浜の進取の気質とは無

縁ではない．例えば1917年に高浜の日本洋瓦（従業員100

名，月産8万枚）で，フランスのマルセーユ瓦の生産を行

う源となった高須金之助も現在の一色町生まれの船員であ

る．この高須は船員時代に東南アジアに輸出されたマル

セーユ瓦の増大を知っていたと『赤瓦発展史』（1964富永

P4）に記されている．

　日本洋瓦は，その後フランス人のローベル・フック，ア

メデーの兄弟の技術の指導で洋瓦生産の技術の向上を計

り，海軍の指定工場となった．この日本洋瓦の革新性心に，

1927年の「スパニッシュグリーン」の洋瓦開発が東京の第

一銀行クラブの発注と東京高等工業学校出身の工場長阿部

の存在によって生み出されている．この阿部は，1929年の

高浜町立窯業試験場の設立と場長としての島根県の奏任官

技師で東京高等工業学校の後輩の若林の就任にあたっても

大きな役割を果たしている．

　島根は，1619年に浜田城の築城のため奈良から瓦師を招

いて以来の江津を中心とした石州瓦の産地を有し，酸化鉄

の来侍石を用いて煉瓦防止の赤瓦を生産していた．石州瓦

産地の市場は，中国地方5県（85％）と北九州（15％）を

中心とした地方で，愛知の高浜とは非競合産地であった。

こうした島根からの技師の招致は前述した塩焼瓦の開発・

技術改良にも有効に作用し三州を全国的主産地とする一つ

の契機をなしていたことは否めない．

　上述したような需要の革新地の首都東京と特異な風土に

適した地方需要の拠点島根の需要動向に対応した技術の開

発は，スパニッシュ瓦を基に東京の瓦問屋八木の依頼で旧

新川町の縦山がS型瓦を開発したようにその後も技術・技

能革新を通じて高浜を全国需要に適合した中核産地として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　s
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発展させてゆく上で有効に機能したと言えよう。この時期

は，1885年に工部省で開発した引掛桟瓦技術が三州と深谷

に本格的に導入されたように，1923年の関東大震災を契機i

とした大量需要の発生に技術的に対応した時期でもある。

また中国をふくむ東南アジアへの地場の豊田紡織を始めと

した，日本企業の進出に励起されたアジアの経済発展を基

礎とし，フランス瓦を主とし，アジアを中心とした輸出の

増大期でもこの時期はあった。

　量販に対応した量産には，焼成窯や製造機械の近代化が

不可欠であった。こうした近代化には，周辺の陶磁器産地

の存在と産地間の交流が大きく寄与していることは言うま

でもない．これに加え，高浜が名古屋を母体として派生し

た知多，西三河の機械金属地域にも囲まれていたこともこ

の三州高浜瓦産地の近代化に有効に作用していたとも言え

よう。

　すなわち，築炉や面面の改善は，より高温の陶磁器や陶

管の生産を通じて常滑や瀬戸の陶磁器産地で先行して発展

していた．また大都市の名古屋ではノリタケが洋盤食器生

産を通じてこうした改善を大規模に進めていた。

　量産化と品質の均一化の要求は，周辺での都市化，工業

化の進展と土器，土管の生産の拡大による薪・炭材の減少

とともにより熱量が大きくそのコントロールのしゃすい燃

料源への転換を製油業に余儀なくさせていった．製赤雪で

の平窯の改良は，高浜町誌資料第八の「三州瓦のあゆみ」

（P．33）の石原英一作の図にみられる．これによれば，高

浜の石原熊次郎が1902年頃に半地下式の窯の焼成室と燃焼

室の壁を設け，焼成室にロストル（火格子）を付けた。こ

れに加え風胴や煙突を付して薪材から石炭への転換を可能

とした．このことによって，塩焼瓦生産をはじめた製漁業

は多少なりともその製品の量産化と均質化が可能となった．

　この平窯の改良前に，常滑では1890年頃から角窯を使用

していた．これは平窯（1，000枚程度）より多い，1，500枚

～2，000枚を一単位として，陶管・土管より低温で均一に

焼成できた．このような常滑との交流を踏まえこの塩出を

改良した血続面角窯が高浜で生まれたのは，第一次大戦を

契機に工業の近代化の進展した1916年頃であった．

　フランスで開発され，東洋陶器によって1920年に日本へ

導入されたのが，トンネル窯である．これは高温での，量

産に適し，余熱・焼成・冷却の三帯からなって連続生産が

可能である．このトンネル窯は大規模投資を必要とする故

に，中京圏では，1928年に名古屋の日本碍子が用い，1934

年には日本碍子発生の母体となった日本陶器によってこの

トンネル窯が採用されている。1937年には，日本洋瓦によ

ってトンネル窯導入計画が立案されている。しかし，投資

規模，高山用への改良技術の不足等からこの計画は実施は

されていない。

34

　窯炉だけでなく，賃金が高く，労働も厳しい荒地生産工

程でも量産化・均質化の要求が強まり，それにともなって，

荒地生産工程の機械化が求められていった。名古屋は，自

転車や発動機生産でも全国的中心産地の一つであった．こ

の名古屋の大都市圏の縁辺にも位置する。高浜で1915年頃

に手藩命土練機を作ったのは自転車商の原である．これを

石油発動式に1917年に改良して，その一号機を神芳工場に

納入したのは，地場の松下鉄工所である。

　高浜に近い平坂や西尾の鋳物業は，日用鋳物を基礎とし

たもので名古屋にも供給されていたものである．この鋳物

業は知多や三河の織物業の機械修理や機械改良を通じてこ

れらとも徐々に結びつき，一つの産業地域社会を形成した．

そして戦時体制下では，この産業地域社会はその高度化と

残存を目的に新川航空工業（現アイシン精機）を生むまで

に至っている。1921年頃の新川の松野と知多の緒川の野村

による荒地出機の新案特許は，こうした産業地域社会の風

土文化の表徴とも言えよう。

　七浦湾に面した高浜の対岸の知多の織物業の核心地乙川

には名古屋の豊田紡織の開発した自動織機の試織・改良を

行う石川商店が立地した．この名古屋の栄生から刈谷への

自動織機工場の部分分散，豊田自動織機製作所としての独

立への布石をこの石川商店はなしていた．機械工業の新た

な発展は，この豊田自動織機製作所の設立された1923年頃

に，汽船の機関士であった高浜の対岸の港町亀崎の石川に

よって圧搾式製出機の考案されたことに示されるように訟

訴業の機械化をさらに促している．

　無論，この機械化には，日本洋瓦が1923年に農商務省か

らドイツ製の五角プレス廻転式成型機の払下げを受けてい

たように，産地内にそれを主導してゆく利用主体が確立し

ていたことも忘れてはならない．また製瓦業，それ自体が

高浜（179戸，職人729人）・新川（61戸，248人）だけで

なく，出面美（24戸，65人），刈谷（20戸，71人）や今日

では豊田市に合併されている高岡（7戸，9人），上郷（3

戸，5人）へと1922年には既に拡散し，機械工業地域との

重合性を強めていったことも血忌業の機械化にとっては重

要なことであった（第3図）。

3　技術革新の風土文化と機械工業地域の拡充

　三州瓦産地の基盤をなした近隣の田畑からの粘土の採掘

は，上述したように産地拡充の過程での専業化，戦後の混

乱期での瓦業者からの再参入による土器業者の増大，明治

末期に常滑から参入した間宮松太郎に代表される職人の移

住による煙管・土管の生産によって土器業も高度化したこ

とでしだいに外縁地域に移行していった。そして塩焼瓦の

生産は，前述したように1935年には塩焼瓦業者全体が依存
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第3図　西三河における製三業地域の拡充（1922年）
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　　西三河瓦製造同業組合事務所資料より作成

した産地外の粘土産地の安城市桜井を中心とした地域のよ

うに産地外にも移転した．そして牛・馬車に代わってトラ

ックが輸送に用いられるようになると粘土採掘地も大正時

代から上瓦業の展開していた今日の豊田の高岡・上郷から

さらに猿投へと第2－2図に示したように拡大していった．

　こうした粘土供給地の多様化にともなって，これまで以

上に均質の荒地を生産する土練が重要になってきた．そし

て，それと同時に，土練・荒地出し直結機の改良が求めら

れている．真空二二機は，1902年にアメリカで開発され，

1923年には商品化された。これは耐火煉瓦生産の中核企業

g）品川白煉瓦によって導入され，耐火煉瓦生産も行ってい

た東海の窯業地域でもその有用性は広く知られていた．

　この耐火煉瓦用の真空土練機の陶管やタイル用への小型

化は，その主産地の常滑の窯業試験所の指導の下で，1952

年に同じ知多半島での江戸時代以来の地方中心地半田の山

田鉄工所によって試みられている．これを更に製瓦用に改

良したのが第2次大戦後平岩鉄工所から分離独立し，1947

年におりからの「ガチャマン景気」による三河の織物，ガ

ラ紡の復興に応じて碧南市新川で織機製造メーカーとして

創業した石川時平鉄工所である．この石川時平鉄工所は，

翌48年には窯業機械メーカーへと早くも変化し，50年代に

はいると岡本煉瓦の真空土練機の修理で培った技術で製管

用真空土一声を改良し，製医用真空土練機を開発し，その

第一号機を1955年にマル六榊原製瓦所へ納入している。

　石川時平鉄工所は，今日では従業員約100名の中小企業

として成長し，三州瓦用機械を次々開発した．これはこの

地場需要を基に兵庫，埼玉の二大都市圏の製瓦業地域だけ

でなく，島根・石川といった日本海側の異質の二丁業地域

にも代理店を置いて自らの市場化していった．そして石川

時平鉄工所はこの全国市場を基に機械の改良を行いつつ全

国的製瓦機械メーカーとしての地位を確立していった．

　この地位の確立は，地場の鋳物や熔接等の下請企業の存

在だけでなく，1902年新川に鉄工所として創業し，戦時中

は豊田自動織機製作所などトヨタ自動車グループの下請と

して技能を向上させた鍛冶関鉄工所，小笠原鉄工所，石川

鉄工所などの産地内の競争企業の存在にも影響を与え，そ

の高度化・全国化を促した。

　また機械生産の基本的技能や工程管理，需要家の要求に

呼応した改善，そしてT・Q・Cをはじめとした生産，経営

管理の改善に関しては，トヨタ自動車を頂点とした機械工

業地域の拡充によって機械技術・生産管理技能を革新する

風土が醸成されたことも見逃せない．

　製瓦用真空土練機の開発は，品質の安定した荒地の量産

とこうした風土での商品の規格化の動向と一体となってく

すり瓦工業組合による5ヶ所の共同施設への真空二二機の

設置を基に産地での製品の均質化・同一化を推進した．白

地にうわ薬をかけて焼成した点薬瓦が従来の塩焼瓦に代替

していったのは，1954年に愛知県の陶磁器試験場三河分場

が碧南市大久手に設置され試験室，作業室が設けられ，陶

磁器業で培われた紬薬や焼成に関する技術が移転されたこ

とによる．これに加え，前年に塩焼瓦の生産量がいぶし瓦

の生産量を上回ったのをうけてそれを促進し，更に紬薬瓦

生産を発展させるため，1955年から愛知県が真空二丁機を

はじめ製瓦工場の機械化に補助金を供与し，機械化を推進

して品質の均一化，高度化を計っていったことも大きく寄

与している．

　こうした産地の共同化による機械化に対応した基盤強化

は，真空二二機の普及と後述するトンネル窯の普及とも関

連して粘土採掘業者でもみられた．すなわち，碧南市内の

5社が合同して西三粘土配合所を1963年に設けたことは，

この具体的事例である．

　また前述した安城市桜井で粘土採掘を行っていたカオリ

ンが1967年に荒地製造へ，67年には配合粘土製造へ進出し

臨海工業地域に工場を新設した．このように原料供給業者

は規模を拡大しつつ，産地周辺に分工場を建設し，新たな

状況に対応して製三業の基盤を強化していった．こうした

粘土採掘業者から配合粘土業者への転換は，その後も1970

年の協栄粘土製造：，80年の丸長と続き原料・製品の品質め

規格化に寄与している．粘土の枯渇にともない1970年に豊

田の子福セラミックスが瓦製造に参入し，1983年にはさら

にその奥の藤岡町に東洋瓦工業が展開し，三州瓦産地の範：

囲を広げているe

　このような規格化は，27の紬薬瓦工場のすべてが配合粘

土を仕入れたように原料の均質化を不可避にしていった。
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そして荒地を混入しているのは，1994年の実態調査でも5

工場にとどまっている。このように高度成長期に多様な色

調や高品質瓦への需要が増大していった紬二二での配合粘

土の使用を進展させていった。

　これに対していぶし瓦を生産している28工場で配合粘土

を仕入れているのは4工場のみであった。そのうちの2工

場は後述するようにトンネル窯を導入している工場であ

る。これは，白地を供給する白地工場でも同様であった。

すなわち配合粘土のみを仕入れるのは19工場中1工場のみ

で，配合粘土と荒地を購入するものは6工場にとどまる。

　しかし，この荒地の供給も荒地専門業者のみから購入し

ているのは，いぶし瓦，白地業者とも2軒のみである．他

は配合粘土業を兼ねた荒地業者から購入している．三州瓦

産地はこのように，藍鼠瓦を中心とした製品の規格化を容

易にする基盤をその製品分化・階層分化・業態変化を通し

て既に有していたと言えよう。

　大量な製品の規格化にとっては，焼成窯の果たす役割も

無視できない．トンネル窯が製出業に導入されたのは，1948

年に福井県の北陸窯業で，これは紬長雨月産24万枚を生産

していた．この北陸窯業の実績は，トンネル窯が一般化し

ていた東海窯業地域のなかにあった三州瓦産地にも大きな

刺激となった．そして北陸窯業に次いで，トンネル窯は1951

年に東洋瓦工業によって導入されている。

　このトンネル窯は，長さ約60m，台車40車両で，通過に

は40時間かかった。多額の投資の割には適合した紬薬の開

発の遅れもあり，東洋瓦の第2号炉の導入は，5年後の1956

年と遅い．しかし，この5年間での技術革新の努力は，製

品の規格化を可能とした．この結果1959年までに2業者，60

～64年に10業者，65年から74年に12業者とトンネル窯導入

の一般化が進展してゆく技術的基礎を製品管理と技術改善

のノウハウを自動車工場から導入しつつ，固めた（第4図）．

　こうしたトンネル窯の一般化は，塩焼瓦から紬薬瓦へ高

度成長；期の1965年以降の製品転換の動向と密i接に関連して

おり，29の陶器瓦業者中24業者が塩焼瓦生産の経験を有し

ている。こうした製品転換とトンネル窯の導入は，三州瓦

産地の周辺農地や臨海の工業団地への工場移転による拡充

をみせている．本社工場を移転させた13企業中6企業が，

移転時に製品転換を行ったことは注目に値する（第5図）。

　粕薬瓦とともに根強い需要を有し，1610年に由良の成山

築城に起因した淡路島の津井，松帆，阿万を中心とし，京

阪神（64％）を中心に西日本市場を基礎とした兵庫に主導

されてきたいぶし瓦でも，愛知がその生産を増大させてき

た．これは，いぶし瓦生産へのトンネル窯の導入による。

　いぶし瓦は，前述したように「いぶす」という気化過程

に特色があり，焼成枚数も最大でも一二当たり3，500枚に

とどまっていた．しかし，技術革新によって焼成終了から

36
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第5図　製瓦業者の製、品転換期

1915　1920　1925

躍
鶴
鞭
㎜
藩
灘
灘
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
瀾
灘
餅
櫻
瀬
聴
器
㎜
灘
灘
翻
羅
購
灘
灘
㈱
灘
灘
購
㎜
灘
欝

1930　1935 194e　194，5 1950　1955　1960 1965 i970 1975　1980 198，5 1990年

、

創業年次

いぶし

塩　同

断薬白地

塩焼＋いぶし

37



宮　川　泰　夫

冷却の間に遮断，密閉することで燥化を行えるようになっ

た。この結果粕薬瓦生産の27業者中8業者がいぶし瓦を生

産し，その内6業者はトンネル窯を使用した大量生産を行

うまでに至っている。

　また三州でのいぶし瓦用トンネル窯の一般化は，紬薬瓦

業界での寡占化，競争の激化を回避した業者の1979年から

のトンネル窯でのいぶし瓦生産をも可能にした。更に，1892

年創業の全国的屋根工事屋の篠田屋の他社購入瓦に代えた

1985年からのトンネル窯によるいぶし瓦生産への参入をも

たらした。このように，トンネル窯の導入は全国的主産地

としての品揃えによる生産・販売能力の強化も可能にして

いった．このような全国的主産地となった三州の集積力を

表徴するのは，1984年に高浜市でトンネル窯を開業したエ

ビス瓦工業である．すなわち，このエビス瓦工業は，東京

の瓦問屋で，埼玉県下でトンネル窯で紬薬瓦を生産してい

たが，埼玉を営業所とし，より生産・販売の基盤の整った

故郷高浜に回帰した．

　トンネル窯は，2列2段の60m，月産10～15万枚，焼成

時間25～30時間より開始され，1969年頃からは3列2段の

70m30万枚に規模が拡大された。重油1リットル当たりの

生産枚数も従来の2．5枚から3～4枚，従業員1人当り7

～8千枚から1万枚に向上している．規模の拡大に加え，

1975年以降は高速循環式バーナーを用い横列の制約がなく

なった．それだけでなく，4列2段100mで20時間，リッ

トル当り5枚，1人当り20枚と大幅に省エネルギー化が進

み，生産性も向上した．

　こうした省エネルギー，高生産性化を促した要因は，単

に製瓦業者と築炉・窯炉業者の東海窯業地域全体の需給関

係とその風土性だけでない．すなわちこれを最も重視した

トヨタ自動車を頂点とした機械工業地域での，とくに第一

次石油危機以降一般化した社会的風土性とそのノウハウの

移転とこれらは深くかかわっている．

　これを典型的に表徴しているのは，1978年の6列1段窯

（110m，100万枚16時間，5．5枚／2，6万／人）の導入と

1段窯（55下中39基）を1983年以降に一般化した新東窯業

に代表される。コンピューター管理での全自動化の完了で

ある．これには，無論，1966年の自動プレス機付の自動製

瓦機の開発，1972年の低水分製造法の開発といった先行す

る技術革新があったことは忘れてならない。

海岸側の島根やいぶし瓦の主産地の兵庫，そして首都圏の

主産地の埼玉を技術的にも経営的にも凌駕してきたことに

よる（第6図）。

　三州瓦の全国主産地化の原点は，前述したように徳川の

旗本領としての三州と江戸と舟運による独特の連携にあ

る．そして，三州から江戸への瓦葺師や瓦職人の移動は，

明治維新以降も東京での需要に応じた瓦の生産を推進し，

その製品の多様化を行い，東京瓦問屋組合への独占販売権

附与のような販路拡大に努めてきたことは前述した通りで

ある。

　　第6－1図
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4量産・量販体制の確立と産地構造の変革

　三州瓦産地が全国中心産地として確立してきたのは，上

述してきたように地場の粘土や需要の存在だけでない．す

なわち，周辺の窯業産地や重合する自動車工業地域との交

流によるその技術革新の過程を通して前述したように日本

38

　瓦職人には，重労働の荒地工程の土弓師，最：も技術・技

能を要した白地工程の図師，そして焼成の窯師からなり，

窯持の親方の下で製造を行ってきた。前述した1874年の「三

州瓦のあゆみ」（PP．41～49）によれば，近隣の長野（26

人），岐阜（19人）が出稼地として最も多い．これに首都

東京の背後に位置した埼玉（6）や山梨（6）栃木（9）
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がこれに次いだ。これらに比べると滋賀をはじめとした近

畿は9人と少ない。そして独自の産地を形成した日本海側

は1人のみである．

　出稼の瓦職人は，滋賀県小谷村の瓦屋神谷富右工門の下

に入った岩月兵浩郎の15才から長野県石神村関の薪兵衛方

に入った神谷竹右衛門の30才や栃木県足利村の瓦屋鉄蔵方

に出稼にいった山本長三郎の62才まで年齢的にも多様であ

る。これは出稼が如何に長期闇にわたってなされ，その技

術・技能を向上させただけでなく，その需要特性を三州瓦

産地に還元していく上でも有効に作用してきたかを示して

いる。

　こうした出稼に加え寺社の瓦の葺きかえも需要の増大に

は寄与した。例えば1881年に災禍にあった東本願寺の本葺

瓦の供給にあたって，矢作川沿いの碧海郡古新田で採土，

築窯し，一大瓦屋が築かれ，1887年まで焼かれて，三河の

瓦師によって葺かれた．このことは，寺社の多い京都にそ

の製品の広告拠点をもうけることともなった．

　このような近代的な東京，古典的京都での製品の広報拠

点の構築が可能であったのは，鉄道開通以前から大量の瓦

を一度に運ぶ舟運の利用がなされていたことと無縁ではな

い。明治・大正期に入っての舟運に重要な役割を果たした

のは，高浜の三州瓦製造輸送組合である．これを高浜の対

岸で，ツインポート的役割も果たしていた．亀崎の衣浦奥

建回船組合が補完していた．瓦は，1年を通じて平均的に

輸送されている．1898年の高浜港への入船が17隻であった

のが，1901年には前期で35隻，後期で37隻となり，1903年

には前期43隻，後期46隻となり，延二二は89隻にも達し舟

運が急激に増大している．

　高浜市誌第2巻によれば，こうした船の大半は：横浜，東

京で関東地方の問屋が出荷先である．この港は，前述した

ように1902年から石炭窯が一般化してくるにつれて石炭の

輸・移出入港ともなった。そしてこの地域には1939年の14

軒の石炭問屋中4軒が新川に，4軒が高浜に展開し，5軒

が平坂に立地している。これは瓦だけでなく鋳物業の存在

も港湾と同時にこうした石炭供給にとって有効に作用して

逆に製瓦業の近代化を促していたことを示している。

　この当時は石炭・薪炭問屋が4軒とも平坂にあり，瓦兼

石炭問屋が新川・高浜に各1軒つつ展開し，薪炭専業問屋

が新川，高浜に各2軒づっ残存している．このことは前述

したような階層分化しつつ地域分化していった三州瓦産地

の構造を示していたとも言えよう。

　港湾の存在は，前述した1935年から1937年までつづいた

三井物産名古屋支店と日本洋瓦，神子洋瓦，宇野瓦などと

の取引をもとに第2次大戦後までボルネオを主要仕向先と

し，オーストラリア，シンガポール，香港，ハワイ，北米

に向けてなされた瓦輸出の横持ちにも有効に作用した．こ

の輸出商品は，1951年の108，000枚で，最盛期の1953年で

も306，000枚と決して多くはない。しかし，こうした輸出

は三州塩：焼瓦の全国的・世界的銘柄性の確立と販路の拡充

には寄与し，高度成長期での発展の基礎を形成した。

　鉄道の開設は，この三州高浜地域では東海道本線の開設

に先立って武豊町の開かれた衣浦湾の対岸の知多半島に比

べて遅れた。しかし，需要の増大した第1次大戦前で，大

量の需要の生まれた関東大震災に先立って1914年には三河

線の開設がなされている。前掲の高浜市日野2・巻によれば，

1917年10月の高浜駅（現在の高浜港門）から1，184tの貨

物が扱われ，その大半が瓦であった。このように鉄道の開

設も，東西の市場の間にある三州の全国産地化の基盤を強

化している。

　トラック輸送は，前述したように1933年頃から始まり，

第2次世界大戦後は，トラック輸送が一般化し，道路体系

の整備，東名・名神の高速道路の開設によって，高度成長

期には市場の全国拡大にとって他産地に比べて著しく有利

な場所を占めるに至った．そして自社輸送だけでなく三州

輸送，西端輸送，栄光商事といった重量物の瓦輸送の技術

を蓄えた輸送会社が存在し，パレット・フォークリフトの

一般化で輸送を容易にし，量産・量販体制を支えている．

またカーフェリーの一・般化は名古屋港から博多港に向けて

のイワトミのトラック輸送にみられるように遠距離輸送も

容易にし，三州瓦産地の市場の全国化を促し主産地形成の

基盤を強化していった．

　上述してきた量産・量販体制の確立は，いぶし瓦と紬薬

瓦で多少は異なるが，業者の階層分化を通して業者間取引

を増大させた．それが産地として他産地との競争力を強化

し，地場だけでなく成長市場の首都圏市場を掌握するのに

有効に作用していった．

　いぶし瓦では，1993年に実態調査を行った28業者中17業

者が同業者に販売し，そのうち9業者は屋根工事屋にも納

入している．これらは産地問屋や消費地問屋に納入するも

のもある．両者にともに納入するのは2業者のみで，今日

では，産地問屋，消費地問屋の産地支配力が低下している

ことを示唆している．

　これらのうち産地問屋と取引関係を持つものは10業者，

消費地問屋と取引関係を持つものは8業者にとどまる。こ

うした取引関係を持つものも消費地問屋，産地問屋と取引

する各1業者が屋根工事屋と取引するだけで同業者との取

引は持たない．しかしこうした階層的差異はあるとは言う

ものも全体としてみると同業者取引が多く同業者間取引が

産地としての存立の基礎をなしているど言えよン5：〈第7’

図〉・　　　　　　　　　　　　　　　　　．…綾：特等二

　同業者闇取引は，トンネル窯を持づだ紬薬瓦業者の新傾慕

窯業や東洋瓦工業に群群を納入し・1上層企業め品川癒を祷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39
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第7図　三州瓦の生産流通形態

第7－1図　生産工程
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第7－2図　三州瓦の流通構造
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第7　一一　3図　いぶし瓦業者の販売先 第7－4図　紬憎憎業者の販売先

番号 同　業　者 屋根工事屋 産地問屋 消費地問屋 消　費　者 番号 同　業　者 屋根工事屋 産地問屋 消費地問屋 消　費　者

1 ● ● ● 1 ● ●

2 ● ● ● 2 ●

3 ● ● ● 3 ●

4 ● 4 ● ●

5 ● 5 ●

6 ● ● 6 ● ●

7 ● ● 7 ● ● ●

8 ● 8 ● ● ●

9 ● ● 9 ●

10 ● ● 10 ● ● ● ●

11 ● ● 11 ● ● ●

12 ● 12 ●

13 ● ● 13 ● ● ●

14 ● ● 14 ●

15 ● 15 ● ● ● ●

16 ● 16 ●

17 ● ● ● 17 ●

18 ● ● ● 18 ● ● ● ●

19 ● 19 ● ●

20 ● ● 20 ● ● ● ●

21 ● ● 21 ● ● ● ●

22 ● ● 22 ● ● ● ●

23 ● ● 23 ● ● ● ●

24 ● 24 ● ●

25 ● ● 25 ● ● ●

26 ● ● 26 ● ● ●

27 ● ● ● ● 27 ● ●

28 ● ● ● ● 計 17 20 10 12 7

計 17 20 10 8 2 販売
ｦ％

63．0 74．1 37．0 44．4 25．0

販売
ｦ％

60．7 71．4 35．7 28．6 7．1

実態調査より作成
実態調査より作成

完しているものが多い．こうした品揃えは，桟瓦を中心に

トンネル窯でいぶし瓦を生産している創嘉瓦工業，都築倉

吉窯業，野安製瓦などに役瓦を納入して，不足分の役瓦を

補充してきている。これは，トンネル窯での量産体制の下

で種類の多い役瓦の荷揃いのために生じた階層分化にとも
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なう製品分化を基礎とした生産・販売の補完関係である。

　いぶし瓦工場でトンネル窯を用い，真空土練機を活用し

ている工場は実態調査を行った28工場中2工場のみで，単

窯をもっものは2業者のみが真空土練機をもつだけであ

る．5工場は人手不足にともない真空土練機の使用をやめ
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た。そして全自動プレスで連続する必要のない紬隅瓦にな

い「みがき」工程を重視して，白地を一枚つつ「こて」を

使ってみがく工程で伝統的に培われた技能を生かした受注

生産で高級品生産を志向している．平町のいぶし瓦業者中

22工場がこの受注生産形態をとっている。

　いぶし瓦の中でも，生産・販売単位（ロット）が小さな

役瓦は，より技能を要し，量産・量販を志向する大規模工

場になじまないだけに小零細工場でも生産できる．そのた

め28工場中14工場が役瓦のみに特写し，残りの14工場は役

瓦と桟瓦の両方を製造している．従来桟瓦と役瓦を生産し

ていた14工場は，いぶし瓦のトンネル窯での生産が開始さ

れた1980年頃から役瓦のみの生産に転換してきた。なかで

も水野製瓦所が一一文字瓦と袖瓦に特化した1983年以降残る

11工場が次々と役瓦専門に転換し，1990年までにその転換

を完了している．こうした業務縮小による存続形態は，い

ぶし瓦の28工場中18工場が従業員1～4人の所謂る生業層

にみられる．単窯のいぶし瓦工場も19人以下の所謂る零細

企業層をなす．トンネル窯をもついぶし瓦工場は20～49人

の従業員をもつ所謂る小企業層にとどまる．そして株式会

社は上層の4企業のみである．いぶし瓦で実態調査した28

工場中21工場は家族を母体とした個人経営の域にとどまっ

ている．そして単窯いぶし瓦工場の全従業者に占める家族

労働者の割合は男子で49人中30人，女子で55人中32人とな

っている．年齢階層別では50才以上が男子で33人（67．3％），

女子で31人（56．4％）となっている。

　このようにいぶし瓦の存続が，業務の縮小と高齢の家族

労働力と品揃のための受注から成り立っていることは明ら

かである．こうした縮小均衡が促されたのは，トンネル窯

の導入という外的圧力に加え，後継者を有しているものが

11工場（39．3％）にとどまるように内的な経営継続意欲の

乏しさにもあるとも言えよう．

　こうした企業間の階層分化と販売取引を通じた内部連携

は，トンネル窯を導入して量産・量販を志向してきた凹凹

瓦でも同様である．すなわち同業者取引を行うものは，27

工場中17工場と高い割合を占めている．そしてこれに次い

で前述したようにかつては瓦職人，瓦葺師，窯師とともに

窯元の下に組織されていた瓦葺師が企業化していった屋根

工事屋（20工場74．1％）と取引関係を結んでいるものが多い．

　こうした取引形態は，紬薬瓦の量産体制の確立とともに，

資本力の弱かった産地問屋を介在せず，上層の製造企業が

自ら販売・工事部門を総括し，それに中・下層のものも依

存してきたことによる。例えば1970年以降井野瓦工業（1907

年創業56人）は，販売・工事部門を分離：し，1980年代に入

ると新東窯業（1943年創業107人）のような上層の中堅企

業も販売・工事部門を分離している。このように上層の瓦

製造者は自らの販売力を強化しつつ，産地の内で製造卸と

しての地位を確立してきた。

　上述した製造企業の自己販売力の強化は，地方への営業

所や配送センターの配置によってもなされた。実態調査を

行った27の四隣瓦工場中7企業が首都圏や地方に営業所，

配送センターを有している．その代表的な九栄陶業（162

人トンネル窯5基）では，1977年に宮城県仙台市に営業セ

ンターを設けたのを機に，79年には栃木県石橋町に配送セ

ンター，82年には千葉県四街道市に配送センターを設けて

首都圏での増大する需要に適切に対応する体制を構築し

た．そして88年には福岡県北九州市に配送センターを設け

て全国的販売・納入体制を整えている。さらに，1991年置

は東京都杉並区に営業所を開設し需要動向，製品デザイン，

トータルデザインへの情報を掌握した．このほかにも，首

都圏の背後の福島県に1970年に工場を配置した東洋瓦工業

や1979年に工場を設立した鍋下瓦工業も全国的生産流通体

制の構築を目指したものである．上述してきたように，ト

ンネル窯導入を契機とした産地の製品性格に応じた生産構

造の分化と縮小均衡，産地の生産流通構造の再編成をへて，

今日の産地での存立形態を形成してきた。そして，この過

程で量産化を志向して，工場の新設・近代化を進めた企業

の主力工場の拡散を生み出した（第8－1，2図）．

　こうしたロジステイクの完備は，多分に看板制度，ジャ

ストインタイム，トヨタプロダクションシステムを通して

地域化され自動車だけでなく住宅産業でも試みられた生

産・流通・納入（販売）体制が，上述したように，産地内

に集積され全国主産地発展の基盤をなした機械・金型や紬

薬などの基盤技術産業を媒体として培われた風土文化によ

るところが大きい（第9－1，2図）．

　上述したように，量産・量販体制の形成とともに，階層

分化した三州産地においては，上層の販売力に依存した生

産メーカーの存立の余地も生じてきている．1966年の創業

以来，相手方の銘柄による月産30万枚の委託生産（0．E．

M）を東洋瓦工業との間で行っている吉岡瓦工業はその一

例である．

　こうした委託生産でなく，標準色が25種類もあるS型桟

瓦生産のためには，紬薬瓦7業者の共同出資による月産2

万枚の成形から包装までの全工程自動化ラインの共同工場

を1987年に設立している．これは，前述した配合粘土の共

同工場や輸送の協同組合同様に組合活動を通じて強固な地

縁的産業地域社会が三州瓦産地に形成され主産地形成を促

してきていることを物語っているとも言えよう。

　S型桟瓦に対する役瓦も多岐にわたり，生産単位も小さ

い．これは共同工場の組合員の3社がそれを担っていた。

そのうち1社の神谷儀八工場は役瓦専門ラインを完成させ

ている。こうした役瓦工場の存続は，量産・量販体制を補

完し，産地の存続をも逆に可能にしてきた．
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第8－1図　従業者規模別本社工場の分布
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　三州瓦産地の組合の源流は，元禄凶聞の「太子講」にあ

る。これは同業者組合として瓦の値段を決め，乱売を防ぐ

規約を窯元を中心に作っていた．組合としては，1909年重

要物産同業組合法に基づき，1904年に組合員約390名で西

三河瓦製造共同組合が結成された．1933年に商工業組合法

が公布されるといぶし瓦中心の西三瓦製造同業組合から独

立し，資本力の大きな近代的な塩焼瓦業者が任意組合の文

化瓦組合を母体に20業者によって愛知県赤瓦工業組合を結

成した．残された伝統的技能に基づくいぶし瓦業者は三州

瓦工業組合を結成している。二組合とは別に，私的な会合，

意見交流の場所として太子講は続けられ，同業者街を基と

した産業地域社会の形成に寄与し，その風土文化革新の中

核をなしてきた．

　戦後経済体制の強化とともに，1944年には愛知県粘土瓦

統制組合が上述した二組合を統合して誕生した。しかし，

実際の業務は従来通りの二組合を通じてなされている。こ

れは，燃料制限のための，窯数の制限，生産計画の役員会

での承認を行い，原材料購入から：施設の利用，1，2級の

軍部用，3．4級の軍需工場用への共同販売やマンガン瓦の

②による海軍への搬入といった販売までを統制下において
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コ組合員の生産を不可能にし組合による産地支配の技法を

身につけていった．

　第2次大戦後は，1947年に統制解除にともない協同組合

法にもとづいて愛知県赤瓦工業組合が愛知県赤瓦工業協同

組合を組織した．そしていぶし瓦の西三瓦製造同業組合が

地域別に高浜市を中心とした三州瓦工業組合と三州碧南工

業組合に分離された．

　高度成長期に入ると中小企業の近代化の政策に呼応して

トンネル窯の霊薬業者によって，愛知県薬瓦工業協同組合

が設立された．そして，上述したような三州瓦産地の構造

変化にあわせて既存の赤瓦，塩焼瓦の組合を吸収合併して，

1965年に愛知県陶器瓦工業組合が結成されている。こうし

た統一された組合の設立は，本格的な産業構造・生産・流

通構造の変革の中で，産地構造の変動を緩和し，前述した

ように共通の存立基盤を強化し，分業・協業を促し他産地

を凌駕して全国的中心産地を形成してゆく上で，所謂る中

間組織として有効に機能してきた．

　愛知県陶器瓦工業組合は，1984年から構造改善事業に取

り組むとともに，1973年以来行ってきた組合としての求人

活動，とくに瓦産業の特性を生かした夫婦での季節工の導
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第9－1図　窯業機械メーカーの分布 第9－2図　紬薬業者の分布
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入に力を入れ季節移動労働協議会を発足させている．1991

年の季節工130人中49．2％は新たに駐在員を置いた東北地

方，25．4％が組合が駐在員を置いてきた九州地方からで，

これに北海道（10．6％），四国（7．7％），そして最近駐在

員を置いた沖縄（7．7％）が続く．

　三州は，東・西の中間に位置し，自動車関連工業も古く

から季節工の導入を行っており，両者は多少競合関係ある

ものの労働の質的差異から共通の接遇環境を醸成してきて

いる．とくに，24時間体制で稼働するトンネル窯を基本と

している紬薬瓦（1，762人中高浜・碧南市内1，002人，愛知

県外43人）では，地元出身者の多いいぶし瓦（212人中高

浜・碧南市内180人，県外13人）と異なり，夫婦を単位と

した組合による求人活動はしだいに不可欠となってきている。

　こうした組合の求人活動と構造改善事業の推進は，1970

年にガソリンスタンド，71年に運送会社を独立させていた

野安製瓦（149人）が，ゴルフ場やスポーツクラブを設立

したように，収益構造の多角化と同時に労働者の接遇環境

の改善を企業的にももたらしている。

　組合は，技術的には1954年に設立された愛知県常滑窯業

技術センター三河分場を活用して，三州瓦の軽量化と強度

の向上を推進した．その結果，1988年に14．2㎜で2，8119，

曲げ破壊荷重244kgf，吸水率6．67％が，1987年には13．6㎜，

2，737g，262kgf，6．43％と改善されている．組合はさらに

粘土業者4社とのコンペティション方式による共同開発に

よって従来の瓦の1枚当り2．7kgの重量を2．3kgまで下げ

ることに成功している．さらにニクロム線を埋めた誘電瓦

など新たな品質の商品開発を行っている。

　品質に加え，組合は，1990年に愛知県の地場産業デザイ

ン高度化特定事業費補助を活用して，1988年の洋風住宅に

も適合したデザイン開発を行った．これは，大手住宅メV・・・…

カーでのデザイン，色調調査を踏まえ女性デザイナーグ

ループによるデザイン開発による新デザインの商品を開発

せしめた．この「クレール」の開発を通じて新商品化を推

進し1991年に愛知県の地域資源活用型事業の1，000万円の

補助金で販売促進を行ってきている．こうした努力は，1991

年の住宅金融公庫の住宅・建築主要データによると住宅屋

根材の粘土系が37．9％にとどまり，石綿系（26．0％），金

属系（16．7％），熊本が発祥地で主に九州で一般化したセ

メント系（13．2％）と多様化してきていることに示されて

いることからも判るように商品多様化の下で粘土瓦の屋根

材としての競争力を作るためにも不可欠である。

　住宅産業は，トヨタ自動車が第2次大戦後日本で初めて

プレハブリケーティブコンクリート住宅に進出して以来着

実に住宅産業を育成し，1975年から本格的に生産を行うこ

とで，この三州地域でも一般化してきた。これは，グルー

プ企業のアイシン精機などの進出にともない屋根材をはじ

めトータルデザインに関する三州地方での新しい感性の醸
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成にも寄与している。

　こうした品質とデザインに関する感性については，組合

は，既に埼玉県を中心とした中小企業庁による1954年以来

の全日本瓦i振興展示会にならって1956年から全国各地で展

示会を行っている．そして，さらに1983年からの住宅展示

場でのモデル住宅での瓦使用につき1件当たり10万円の

「住宅補助金交付制度」を設け，その他の展示会や住宅展

示場を使用しての広報を通してのトータルデザイン，トー

タルクオリティーの実証によって，地域的な需要に積極的

に対応している（第10図）．

　需要は，1992年の組合の調査で，紬焼瓦・塩焼瓦500，200，000

枚，いぶし瓦140，161，000枚中県内が15．6％，中部地区が

25．2％となっている．このように最近10年間で県内比重を

大きく下げ，中部地区への依存を低めたとは言え，三州瓦

産地はまだ地場需要を基礎としている．それでも，歴史的

にも連携の強い関東地区が36ユ％を占め，兵庫，島根と根

強い競合産地をもつ西日本（15．7％）でもその市場占有率

を倍加させてきている。いぶし瓦では，三州はまだ全国シ

ェアーが28。0％にとどまるが，紬薬瓦，塩焼瓦では47．9％

を占め，全体としても41．4％に達し，産地としても全国の

主産地としての地位を不動のものにしてきた．

　これは，瓦がJIS表示品目に指定された翌年，伊勢湾台

風の被害で大量の需要を生じた1959年からテレビでのコ

マーシャルを開始しいち早く増大する市場に呼応したこと

を一つの起点としている。翌60年のカラーテレビ放送の開

始によって色調が伝達されることによって，高度成長期に

おける需要の均質化の過程で，歴史的にも東西の風土文化

の境界地帯にあって東西文化を受容し育んできた三州の風

土文化を生かして，三州は巧みに全国銘柄性を確立してきた。

　この銘柄性の確立には，特別PR合同会議によって宣伝

第10－1図　モデル住宅補助金交付件数の推移
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第佃一2図　展示会の開催地
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特甥賦課金を一枚当たり0．15円であったものを1円として

年間5億円の予算を組んだだけでなく，大衆用飲食器の大

規模生産拠点であった瀬戸や品質の均質性と地域への適応

力を求められた陶管や衛生陶器の産地でもある常滑といっ

た関連産地で培われた風土文化との交流による品質向上，

市場開拓，知識の導入も有効に作用している。さらに地域

需要への適応力をもった全国銘柄性の確立には，瓦産業以

上にこれを不可避とした拡充する自動車産業地域の内に三

州瓦産地が包含され，より品質を重視し，均質性をも尊ぶ

新たな風土文化の革新を受けたことも全国的銘柄性の確立

の上では見逃せない。

　こうした風土文化は，組合を中心に中小企業の構造改善

政策を活用して行われた生産過剰防止のための年末・年始

の火止期間の設定，1979年から本格化した血縁関係による

2グループの共同トンネル窯での共同生産，5グループの

製品別分業化，1987年まで33組合員が集約化事業に参加し

たような生産調整，などに有効に作用している．1991年に

は，5月の連休に7日，8月の盆休みに12日，年末・年始

に15日と自動車産業の一斉休暇にも対応して従業員休暇を

取れるように生産・調整を行っている．

　組合は，このような労働環境の地域的変化だけでなく，

公害規制に端を発した所謂る地域環境政策の変化への産地

対応にも努力してきた．1962年の大気汚染防止法，67年の

公害対策基本法，71年の四日市と岡山・倉敷（水島）の公

害防止計画の第一次地域指定は公害への関心を高めた．そ

して，企業だけでなく国や地方公共団体の責任に論究した

住民勝訴の四日市公害裁判の判決は，万古焼産地を内包し

た同じ東海地方での判決だけに煤煙問題を生じていた三州

でも深刻に受け取られた．

　瓦窯の燃料源は，前述したように大正期に入って生産の

機械化，石炭燃焼を可能とした角皿の一般化とともに薪材

から石炭へと転換されていった．そして，三州高浜の瓦，

平坂の鋳物業の発達が，港湾地域を中心とした石炭問屋の

発展を促し，石炭窯の一般化をもたらした．

　しかし，高度成長期に入りトンネル窯が一般化し量産規

模が増大するとともに1960年に入ると石炭から重油への燃

料源の転換が進んだ．そして生産単位の小さな平門（ダル

マ窯）でいぶし瓦を石炭を燃料源として生産していた小零

細企業を除いて全体としては重油転換が進展した．

　企業だけでなく，国や地方公共団体の地域産業開発政策

にも大きな影響を与えた．1972年の四日市公害裁判の判決

で硫黄酸化物等の規制も強化されるとこの年から重油窯か

らガス窯への転換が始まる．そして大半の工場のガス窯転

換が組合の助言・指導の下，1973年の公害防止計画の第5

次指定地域に西三河が組み込まれると急激に進んだ．1基，

4～500万円のガス窯と附帯設備の改良で約1，000万円にお

よぶ資金負担は，中小規模の紬今町業者にとっても決して

軽いものではなかった。それにもかかわらず転換が進展し

たのは5年間は利子補給の受けられる公害防止施設関連融

資制度を活用しえたことによる。

　こうした公害防止資金の負担は，1978年に至ってもガス

窯に変換しえなかったいぶし瓦の小零細企業を前述し驚ト

ンネル窯による生産の増大と老齢化による家業性の喪失と

あわせて1982年頃からその転廃業を促した。

　今回調査しえたいぶし瓦生産の10企業の転廃業者は，人

手不足で1985年に白地業に転じたものや1990年に不景気で

昔ながらの瓦の伸買に転じたものを除き廃業している。こ

れ以前にいぶし瓦から白地業者に転業したものの転廃業理

由は，7件中，戦後の混乱期での経営難（1社1947年）や

伊勢湾台風による窯の倒壊（2社）を除き，1972年から77

年の4社はすべてこの公害負担増による。

　いぶし瓦業者は，高齢化を契機とし，不景気を副次的要

因とし転廃業を行っている．これに対し，実態調査で掌握

した11の紬薬瓦業者は，公害防止等の投資資金の欠如を基

礎としつつも，そのうちの9企業までが不景気と大規模ト

ンネル窯業者との競合を契機に1980年に企業主の死亡によ

って廃業した1社を除きすべて瓦・住宅関連業に転業し，

産地の存立基盤を強化している．これらの転業は，規模拡

張に対する用地不足，自動車産業の拡充等にともなう人手

不足を契機としている．

　瓦産業以外への転業は，1982年に背後の植木産地の西尾

に影響され観葉植物販売に転業した1社のみで，5社が仲

買的な瓦販売に，そのうちの1991年に転業した2社は屋根

工事も兼ねていた．屋根工事には，1990年に転業した1社

も参入しており，瓦葺師の出稼以来培ってきた経験を生か

して三州瓦の販路を拡充している．このほかでは，1980年

転業の1社が白地業へ，85年転業の1社が金型製造に参入

し，産業基盤を拡充している．1988年にコンクリート業に

転業した1社も同じ窯業部門である。

　1980年代に入ると公害問題としては，産業廃棄物の処理

を基礎とした所謂るリサイクル問題が深刻となってきた．

こうしたリサイクル問題の処理には，トヨタ自動車を頂点

とした5R（Refine，　Reduce，　Reuse，　Recycle　Retrive

Erergy）運動の地域への浸透による新たなリサイクルを

重視した風土文化の革新も有効に作用してきたことは否め

ない．また，瓦産業，それ自体が住宅に向かない丁丁品を

地場で栄えていた養鶏場や養豚場に用いるなど徹底した商

品化を計り，さらに愛知県トラック協会陶磁器瓦輸送分科

会，愛知県衣浦港トラック事業共同組合，愛知県トラック

協会碧南支部，三井瓦販売組合が，安全輸送協議会を設立

してきたことも重要である。またこれらが輸送手段の改良

等により破損防止を計ってきたことも無縁ではない。
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　瓦屑は，これまで臨海に位置する優位性なども生かし，

埋立地など組合の共同処分場に投棄処分してきたが，量産，

量販にともなう瓦屑の増大と都市化，工業化にともなう都

市圏域の拡大と廃棄物問題への住民意識への高まりから処

分場が不足してきた。東海窯業地域全体での粘土の枯渇化

や人工粘土開発の動きのなかで，愛知県陶器瓦組合も構造

改善事業の一つとして愛知県の補助金を活用して産業廃棄

物の共同処理・再利用工場として1985年に大規模製瓦業も

移転した衣浦臨海工業団地の8号地にシャモット工場を開

設した（第11図）。

第11図　シャモット工場における瓦屑受入量の推移
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　シャモット工場の完成で瓦屑は粗砕供給機等で粒径0．5

mm以下の微粉化が可能となり，前述した配合粘土工場の

技術向上もあって瓦原料として再供給することが可能とな

った。当時の規模は年間3万トンであったため，予想以上

の需要に対処できなくなり，まず1989年に新粗砕機で路盤

材や盛土材として5cm角の「ビット」の生産・販売を始

め，1993年には瓦の年間生産量（180万トン）の約3％に

当る年間6万トンを一日8時間運転で処理しうる新シャモ

ット工場を建設し，組合による産地の支配力と組合員問の

信頼関係の強化に努めている．また，三州製土共同組合，

三州瓦工業共同組合，三州碧南瓦工業組合は，中部電力と

フライアシユ利用研究会を設立して，碧南の火力発電所で

排出される年間70万トンの石炭灰の原料源としての活用の

研究も行っている。

　上述したように組合は風土文化の革新を企業に伝達し，

その産業基盤，操業環境を改善する中間組織として，太子

構以来の地縁的産業地域社会を巧みに活用して機能し，前

述した関連産業の集積と産地の拡充を推進し，全国的生産

地としての三州瓦産地を形成してきたと言えよう。

5　むすび

　瓦は，中国で発生し，朝鮮に伝播された。朝鮮の百済で

中国の北と南，朝鮮の北と南の製瓦の技術が融合され，日

本の風土により適したものとして仏教文化とともに日本に

伝来したと推定される。

　日本に伝来した瓦は，普遍的に存在する粘土と仏教文化

の布教とともに地方にも伝播した。そして，地方の土質や

気候などの風土文化に適合したように瓦は改変されながら

も愛知県渥美半島の伊良湖での東大寺瓦の製瓦のように寺

社の大規模な需要にともなって地方産地の萌芽を育てた。

　三州高浜は，この伊詠出と中世にはわが国屈指の陶器産

地となった猿投・瀬戸との間にある。その西には陶器を基

礎に明治以降陶管衛生陶器にも進出した常滑が位置し，そ

の東は陶磁器生産には不向きだが，土器・瓦には適した粘

土を産出する碧海台地が展開する。

　碧海台地は，明治用水の開設まで水田を開ける場所は少

なく，農耕の地としての条件も秀れていなかった．足利氏

の本拠地であったこの地は，室町以降寺社建立もつづき，

岡崎に徳川家康が生まれた頃には，わが国の一向宗の一大

拠点ともなっている．このことば，碧海台地が原料の粘土

だけでなく，地方市場をも有していたことを意味する．

　こうした三州高浜が瓦産地としての基礎を作るのは，徳

川政権の基盤であり旗本領でもあった三州の風土文化の産

物とそれが樹立した近世最大の人口規模をもつ世界的都市

江戸との廻船による交易による．江戸の大火と瓦葺きの奨

励は，三州高浜における製一業産地確立の大きな契機をな

したことは否めない．

　　農閑余業として定着した製虚業は，日用雑器としての

三州土器を基盤にして発展した．維新や終戦などの混乱期

や不況期には製瓦からより容易な土器へ，好況期は製瓦へ

復帰したり，参入するなど三州土器は，製帝業発展の母体，

論衡機構としても機能している．

　港町としての進取の気風は，近接する東海の窯業地域の

なかでも常滑からの技術の導入を促した．製管業に参入し，

相対的に高度な近代技術を必要とした常滑は，より高度の

洋飲食器や碍子など近代窯業技術の中枢の名古屋と三州の

間にあって，その技術の地域化，仲介の場所でもあった。

　巨大都市市場をめぐって競合関係にある淡路や深谷など

との競争によるいぶし瓦から塩焼瓦への転換に際しても，

常滑の伊奈製陶から高浜の日本洋瓦への間接的な技術移転

による土管に用いた岩塩紬の開発がその基底にあって寄与

した。塩焼瓦は，銀灰色で炭素被膜をもったいぶし瓦と異

なり珪酸アルミナの赤色の硝子状の被膜で，大正モダニズ

ムの風潮とより吸水率の低い瓦を求めていた需要に適合し

て，その需要を伸ばした。これには，深谷などに比べ秀れ
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た粘土の産出と関東大震災を契機とした首都圏での需要の

増大に加え，前述した常滑の角窯を改良した高浜での倒焔

三角窯の開発がある。

　首都東京の先端的需要と技術は，港町高浜への船員等を

媒体とした海外情報の流出とともに，日本洋瓦によるマル

セユ瓦やスパニッシュグリーン瓦の開発を生み，粕二二の

発生をもたらしている。また，日本の工業技術革新の一つ

の拠点であった東京高等工業学校からの日本洋瓦の工場長

の招致は，その後輩の島根県の奏任官技師の高浜町立窯業

試験場場長への就任を呼び，先端技術だけでなく凍瓦防止

の伝統技能の石州から三州への移転を可能にした。

　量産体制の構築は，全国市場に対応しうる技能・技術・

商品を備え，他産地との差別化を行った三州で，地場の鋳

物や周辺の自転車や繊維機械などの機械金属工業を基盤と

した製瓦機械，とくに土練機の開発によって可能とされて

いる。

　窯業地域と機械工業地域の重合は，三州高浜の風土文化

を革新し，三河の伝統的風土文化に基づく木目こまやかな

生産・工程管理の気風を醸成していった．

　真空三富機iの開発，1954年忌愛知県陶磁・器試験場三河分

場の設置，55年の愛知県の製品業機械化への補助金の供与

は，産地の自立性を高めた．この結果，1954年にはいぶし

瓦生産量を上回った塩焼瓦からさらに配土の均質化により

量産が可能となった紬縞瓦生産へと三州産地を向かわせ

た。共同での土練機の設置や協同での配合粘土工場の設立

は，後述する太子講や組合活動を通じて培われた地縁的産

業地域社会での競争的共存の気風による．

　耐火煉瓦工業をはじめ東海の窯業地域で一般化していた

トンネル窯の東洋瓦工業による1951年の三州産地への導入

は，その後の改良をへて，その一般化を促した．それとと

もに，資本力に応じた紬薬品企業間での階層分化，桟瓦と

役瓦といった階層間での分業，商品特性と企業形態に応じ

た紬薬，塩，いぶし瓦生産の分化を生み出している．また

配土，荒地，白地といった原材料供給業者，機械・金型・

紬薬といった関連業者の派生と業種間転業を通じて，量産

産地の基盤を確立した。これはより量産に適し，高度成長

期の多様化する需要に適応した紬上瓦生産を増大させ，

1965年にはその基盤となった塩焼瓦生産を上回らしめるに

至っている．

　量産・量販に適した構造は，無論こうした階層分化を契

機とした産地構造の変容を基礎としている。そして，こう

した産地構造の変容を許容しうるトヨタ自動車を頂点とし

た関連下請構造と無在庫・定期納入といった風土文化が培

われていたことも否めない。さらにその基：礎には，窯元を

中心に窯師，製瓦師，土師，瓦葺師などから成り立ってい

た伝統的産業地域社会と出稼・出造を行っていた瓦葺師が

転じた屋根工事屋を通じた全国的市場情報の流入があった。

　伝統的産業地域社会を培っていたのは，太子講を通じた

値決めや仲間三等の競争・共存支配の仕組みである。これ

を受けた組合は，今日でも産地の中間組織として，労働者

の雇用，技術・デザインの開発，販売・輸送，そして産業

廃棄物の処理やリサイクル用のシャモント工場の経営を通

じて，主産地の形成に大きな役割を果たした。これはまた

自動車工業で育まれた技術・情報，風土・文化の無爵業の

移転の媒体となっている。

　本論は，1993年に国際連合地域開発センター（UNCRD）

によるNew　Training　Design　For　：Local　Social

Developmentの国際会議での発表及びジャワディール

ネール大学での講話に加筆訂正したものである。調査にあ

たってはUNCRDの脇坂桂子，愛知教育大学の山本直美

氏に，作図・資料の整理に際しては山本直美，九州大学大

学院比較社会文化研究科の細見彩子氏にお世話になった。

記して謝意を表する．補充調査，資料の収集にあたっては，

1994年度科研究費一般研究C，課題番号06680141「風土文

化の革新と地場産業地域の国際化」の一部を用いた．
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